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253　　　 子宮奇形の 子宮鏡下治療法
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［目的｝習慣流産 または不育症の 重要 な原

因の
一

つ と して子宮奇形が ある。われわれ

は 子宮奇形 （中隔子宮、弓状子宮、T字型子

宮）に 主 に レゼ ク トス コ ープ を用い て 1985

年 か ら子宮形成術を行 っ て き っ た 。 しか し

子宮鏡手術の 最大問題は過度の 切除に よる

子 宮穿孔 と切除不 足に よる形成失敗があ

る。これ らの問題を解決するためThree　step

resectoscopic 皿 ethod を考案 し臨床に 応用 し

たの で報告す る 。　 ［方法］ 1993年3月か ら

1995年9月まで計26例の 中隔子宮 と7例の弓

状子 宮を対象 とした。患者に 全身麻酔下で

腹腔鏡を実施 し、子宮奇形の タイプを最終

的確認 し、引 き続 き腹腔鏡 を用い て手術を

監視す る。T   ee 卿 術式はまず 1）7  レ

ゼ ク トスコ ープの傾斜ル ープ を利用 し中隔

を2／3まで切除する 。
2）中隔の 残存状態を

確認す るため斜傾ル ープを卵管角内に挿入

し触診する。3）ループの 先端 で残 り中隔に

接触 させ 、中隔 をi  ずっ 切断す る。 ［成

績】術中、術後に子宮穿孔な どの 大 きい 合

併症はなか っ た。ま た切除不完全の ため再

度手術を要する症例 もなか っ た。術後 12例

が妊娠 し、 1例 か再流産、5例が分娩に至 っ

た 。分娩の 方式は 4例経腟、 1例は帝王切開

に な っ た。他の 6例は正常妊娠中で ある。術

前の 流産率は 87，5％ 、術後は＆ 3％に改善 さ

れた。　 ［結論］われわれが考案 したThree

Step 術式はい ままで の 方法よ り確実 しか も

安全で 中隔 を切除で きる ように な っ たの で

有用な方法 と考える 。

　［目的」1991 年に腹腔鏡下手術を開始して 以来、

卵巣嚢腫摘出 に 対する
“
体外法

”
の 概念 の 導入、

子宮摘 出に対す る術 式改良 、 緊急 を要する急性腹

症 へ の 適応拡大、さ ら に は腹 膜 や S 状結腸 を利用

した 人 工 造腟術等へ の 応用 も図 りっ つ 、現在まで

に彳J
：

っ て きた腹腔鏡下 手術件数は 600例を越えた。

　 しか し、臨床面 に腹 腔 鏡 下 手術 を還元す るに は
、

基礎的な操作法の修得、高度 な手技 ・手法や術式

の 再現 と確認 、 新た な術式の 開発や改良、な どの

適切な トレ
ー

ニ ン グシ ス テ ム の 確立が 必須である 。

　 本学会 で は、幼若豚 に よ る種 々 の 術式の シ ミ ュ

レ ーシ ョ ン の実際 に つ い て を ビデ オ で供覧する 。

1方法 と成績］幼若豚 は 3 ヶ 月齢 の 約 30Kg の メ

ス 豚 で ある。こ の 動物 モ デル に よ り、先ず、  ト

ラ カール の腹壁 穿刺 、  骨盤内臓器の 確認 、な ど

の 基本操作か ら始 まる 。 次い で 、卵巣で は   PCO

の 電気焼灼、子宮で は   卵管結紮 、  子宮外妊娠

に対す る 手術の 再現 、等 の 基本 的な手術操作に 関

して 種 々 の 器械操作が 可能 。 膀胱 で は 、卵巣嚢腫

を仮想 した   内容液吸引針穿刺、  嚢腫壁剥離、

  卵巣修復、  体外法の再現 、  LAVH で の 器械

操作 や 術式修得、な ど の 応用操作 も可能 とな る 。

さ ら に は 、  尿管剥離操作 、   骨盤血 管剥離、 

リ ン パ 節切除、  骨盤腹膜挙上、  尿道吊り上げ 、

  膀胱挙上術、等の 高度な術式展開も可能である 。

［結論］腹腔鏡 下 手術 の 安全な普及 には、基本操

作 や 応用操作の 修得は必要不 可欠 で ある 。 ま た 、

手技 ・手法 や 術式 に は普遍性 と再現性の ある こ と

も求め られ る 。 新た な術式 の改良 に も上記 よ うな

動物 の トレーニ ン グシ ス テ ム 確立が 不可 欠 で あ る。

今後 は 、教育、基礎 トレ ニ ン グ、臨床実施の
一
貫

した シ ス テ ム 確立の 実現 に 寄与 した い と考え る 。
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